モハンマド・ラシディの「知識を求める旅」 : 20世紀前半におけるインドネシアからカイロへの留学 by 山口 元樹
 

































の活動のみである［Roff 1970; Abdullah 2009 ch. 
























ラ・ディ・ナタ Prawira di Nata とアブドゥルカデ
ィル・ウィジョヨアトモジョ Abdoelkadir 
 









モハンマド・ラシディ 出典：Azra［2019: 2］ 
 
 
                                            
1 プラウィラ・ディ・ナタの調査は 1927 年 7 月 18 日から 30 日にかけて行われた。その際、カイロ在住のインドネシア
人から充分な協力を得ることができなかったと彼は弁明している［Prawira di Nata 1928: 2］。他方のアブドゥルカディル
の調査はいつ行われたのか明記されていない。報告書には 1938 年 5 月 28 日の日付があり 1937 年までの情報が載せられ
ていることから、1938 年初めに実施されたものと推察される。彼によれば、病気にかかったせいで、最初の 7 日間はイ
ンドネシア人留学生を訪問することができなかった［Abdoelkadir Widjojoatmodjo 1938: 1］。なお、マッカのオランダ副
領事とは、ジェッダのオランダ領事館の副領事という立場である。オランダは 1924 年以降、ジャワ人から任命された人
物をマッカに常駐させていた［永積 1979: 7］。 





















ラームを信奉していた［Nakamura 2012: 91; 
Soebagijo 1985: 3-4］3。 
しかし、20 世紀初頭のコタグデでは、イスラ
ーム改革主義運動の広まりが人々の信仰に変化
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産を寄付した［Nakamura 2012: 80, 91］。彼の二
人の息子ズバイル Zoebair とジャラル Djalal、さ
らに甥のアブドゥル・カハル・ムザッキル
Abdoel Kahar Moezakkir は、いずれもムハマディ
ヤの学校で教育を受けている［Nakamura 1977: 2; 
Soebagijo 1985: 5］。ラシディは、最初はコタグ
デにあった第二級小学校（tweede klasse school）
                                            
4 これは、1910 年代半ばからコタグデで活動していたシャレカトゥル・ムブタディ Sjarekatoel Moebtadi（「初学者の同

































































先として選んだ［Soebagijo 1985: 10］。19 世紀





ィーの肖像画を飾っていた［Affandi 1991: 192］。 




























(December 31, 1936): 1］8。 
 
 





ブラヒム Tahir Ibrahim に連絡を取り、一緒にカ
イロに行くことにした。タヒル・イブラヒムは
著名なウラマー、シェフ・イブラヒム・ムサ


























彼は伝統派のムスリムにも寛容な態度をとっていた［Noer 1973: 40］。 
10 彼のリストには 70 名の学生があげられているが、1 名はシャム（タイ）の出身とあるので除外した。 
週間ほどでエジプトのポートサイードに到着
し、ハラビーの部下に出迎えられ、カイロに移
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ルダン（現在のヨルダン）やパレスチナを通っ


























Nata 1928: 2-3, 8］。 
                                            
11 前近代にエジプトから陸路でマッカ巡礼をする場合、片道でおよそ 40 日かかったとされる［Peters 1994: 87］。 
12 オランダ領事館の発行する滞在許可証が 47.5 ピアストルであったのに対し、イギリス領事館の発行する同様のものは
15 ピアストルであった。当時は 1 ギルダーが約 8 ピアストル（100 ピアストルが 1 エジプトポンド）に相当した。 
13 この団体の正式名称は、「ジャーワのアズハル学生のための慈善協会 al-Jam‘īya al-Khayrīya li-l-Ṭalaba al-Azharīya al-
















































ン・アブドゥッラーOthman Abdullah は、1925 年
に上述の『スルアン・アズハル』の中で、150 名
ほどの東南アジア出身の学生がアズハルに在籍





50 名程度滞在していたと記している［Prawira di 
Nata 1928: 2, 4］。1938 年頃のアブドゥルカディ
ルの調査では、インドネシア出身の学生が 69 名
あげられている（マラヤ出身者が 24 名）
［Abdoelkadir Widjojoatmodjo 1938: 2-4, 31］。た
だし、1927 年の調査ではインドネシアのアラブ
                                            
14 もっとも、オランダに留学するインドネシア人の数は数年のうちに急速に減少し、1929 年には 109 名となっている
［Ingleson 1975: 3, 63］。 












は、最盛期の 1924 年には 673 名であったと見積
もられている 14。この時期に、最も多くのイン
ドネシア人が居住していた海外の都市はマッカ
である。1935 年には少なくとも 2,982 名、1938
年には 2,084 名のインドネシア人がマッカに滞在
していた［Verbaal 9 September 1936 6; 
Abdoelkadir Widjojoatmodjo 1938: 43］。カイロの
インドネシア人留学生の数が大きく増加するの
は 1970 年代以降のことであり、アズハルに在籍
する学生数は 1987 年には 720 名ほど、2000 年に
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シアが 57 名（残りはカイロの別の教育機関に在
籍）、イタリア植民地（イタリア領のキレナイ
カとソマリランド）が 43 名、中国が 27 名、イ
エメンとハドラマウト（南アラビアの一地域。
現在はイエメンの一部）が 25 名、マラヤが 24
名、ヒジャーズが 20 名、クルドが 15 名、アフ
ガニスタンが 8 名、日本が 2 名、イギリスが 2











されている［Roff 1970; Abdullah 2009 ch. 6; 
Laffan 2004: 7, 8］。1927 年のプラウィラ・デ
ィ・ナタの調査によれば、72 名の学生のうち、
スマトラ出身者が 32 名、ジャワ出身者が 33 名
とほぼ同数である（残りはカリマンタン出身者














は 1927 年で 8 名、1938 年に 11 名しかおらず、
スマトラの他の地域の出身者も多かったことが
















































 ラシディがカイロに到着したのは 16 歳頃のこ
とである。アブドゥルカディルが調査した留学
生の年齢は 16 歳から 44 歳までであり、20 代が




(September 16, 1937): 1］18。ラシディも 1938 年
にインドネシアに帰国した後、婚約者であった
カハル・ムザッキルの姉妹と結婚している
                                            
18 独身者がほとんどであったことは、ヨーロッパで戦争が始まったことを受けて 1941 年にアズハル留学生の帰国支援
が試みられた際の調査で、妻帯者が一人のみあげられていることから推察される［Berita Nahdlatoel Oelama 11/2 
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いたのはシリア出身の学生であった



















ゥルムッタリブ Ismail Abdoel Moettalib が寮長を
務めていた。彼は 1869 年頃の生まれで、数年間
マッカに滞在した後 1894 年頃カイロにやってき
た。1927 年に既に 60 歳近くであり、1930 年に
死去している［Roff 1970: 80; Laffan 2003: 
129］。1927 年の時点で、寮長はアズハルから一




                                            
19 留学生の住居としては、1959 年にカイロのアッバーシーヤにアズハルの学生用の宿泊施設マディーナト・アル = ブ
ウース Madīnat al-Bu‘ūth が建設されている［Abaza 1994: 115-116］。 
20 1980 年代までのリワーク・ジャーワの状況については、Abaza［1994: 106-112］で説明されている。なお、アズハル
の改修に伴い、リワーク・ジャーワは 1997 年に取り壊された［Laffan 2004: 10］。 
れるパンは古く、学生はこれを売ってお金に換
えていた［Prawira di Nata 1928: 3-4］。アブドゥ
ルカディルがリワークを訪れたときには、寮長
はパレンバン出身のイブラヒム・アブドゥッサ
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月々36 ピアストルの支援を受け取っていた




























［Prawira di Nata 1928: 4］。1937 年のイギリスの
報告でも、両者の交流は限られており、マラヤ
                                            
21 当時のアズハルの規定では、学生は洋服だけでなくアラブの衣装を着ることも許されていた［Pandji Poestaka 14/61 






Widjojoatmodjo 1938: 32］。 













































あげられる。公開コースは 16 歳から 40 歳まで
を対象としており、入学希望者は毎年行われる
                                            
22 1930 年の改組後のアズハルの教育制度については、Eccel［1984: 279-288］で説明されている。ただし、この研究で
は、公開コースについてはほとんど記述がない。アズハルの高等教育について、アブドゥルカディルの報告書には修業
年限は 3 から 6 年とあるが、Eccel［1984: 282］では、学士が 4 年、大学院（takhaṣṣuṣ）の修士が 2 年、博士が 5 年とさ
れている。 
23 公開コースのアフリーヤとアーリミーヤの学位は正規コースのものとは異なる。当時の正規コースでは大学院を修了





Widjojoatmodjo 1938: 5; Al-Lisaan 19 (June 22, 





























ス Mahmoed Joenoes や北スマトラのランカット
出身のトゥンク・マイムン Tenkoe Maimoen は、
いずれもカイロに到着して 1 年でアーリミーヤ
の学位を手にしている［Al-Lisaan 19 (June 22, 
1937): 30-32; Syfruddin 1995: 179-182］。 
しかし実際には、長い時間をかけても成果を
出せないインドネシア人留学生も少なくなかっ
た［Abdoelkadir Widjojoatmodjo 1938: 12-13］24。
その例として、西ジャワのバンテン出身のブル
ハヌッディン・ロヤニ Boerhaneldin Royani があ
げられる。彼は有名なキヤイの家の生まれで、














指摘する［Abdoelkadir Widjojoatmodjo 1938: 
                                            
24 アブドゥルカディルは、カイロに 3 年滞在してアズハル大学かダール・アル = ウルームに進学しているかという前
































ドネシア人となった［Syfruddin 1995: 179-182; 
Abdullah 2009: 161］。ラシディと同じコタグデ
 
















にオランダに渡っている［Nakamura 1977: 2; 














                                            
26 サウラティーヤ学院は、1874 年にインド出身のウラマー、ラフマトゥッラー・アル = ウスマーニーRahmat Allāh al-
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ムスリム同胞団のイデオローグとして知られる
ようになるサイイド・クトゥブ Sayyid Quṭb に家
庭教師をしてもらった［Soebagijo 1985: 13-
14］27。ラシディは予科を卒業するとダール・ア
ル = ウルームへ進んだ。 












Muṣṭafā ‘Abd al-Rāziq がいた 28。受講者は少な
く、クラスには彼以外に、エジプト人が 3 名、








                                            
27 タンターウィー・ジャウハリーは東南アジアからの留学生の受け入れに取り組んだことで知られている［de Jong 
2012; Laffan 2003: 217-218］。彼はアズハルとダール・アル = ウルームで学び、ダール・アル = ウルームとカイロ大学
で教鞭をとった。サイイド・クトゥブもダール・アル = ウルームの卒業生である。彼は 1930 年代にはまだムスリム同




Widjojoatmodjo 1938: 11-12］。 
30 プサントレン・ルフルは、インドネシア・イスラーム党のサティマン Satiman によって計画された。ただし、日本軍












シア・イスラーム党 Partai Islam Indonesia に参加
したのに続いて、イスラーム高等教育機関とし
て中部ジャワのソロ（スラカルタ）に開設され
たプサントレン・ルフル Pesantren Loehoer に教









































を経て、1945 年 8 月にインドネシア独立は独立
を宣言した。再植民地化を目論むオランダとの
独立戦争の中、ラシディは 1945 年 11 月に内務















‘Adil (Surakarta 1932-42). 
Al-Lisaan (Bandung, Bangil 1935-42). 
Berita Nahdlatoel Oelama (Surabaya 1935-40). 
Pandji Poestaka (Batavia 1922-1945). 
Seruan Azhar (Cairo 1925-1928). 
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